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を迎えました。研究の柱を

ミヽミ彰1卿嚇協議篠1饉0地域1幾を発攘も,図工 美術教育のあるべ

,ヽ″殊ヽ悪1甕慈違叢|ぶミ鑢1姦1薫議象韮ぃ連盟の新しい歴史をまた
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求|めら|れる進膨1教育を|め|ざlblて

した教育の広がりと深まり』をめざしています。

研究主題を基に,実践交流を中心に大会を進めていま

すが,旭川大会を機会に全道 18サークルが更に実践交流

を深め,課題解決に臨みたいと思います。

さて ,毎年行う『北海道教育美術展』の審査会 |よ一つ

の絵画指導の研究・研修の機会でもあります。研究部提

案の審査基準にかかわる学習会で ,全道各地区から参加

される会員の方々による検討・討議が行われます。絵画

指導における種々の考えがある中で,北海道造形教育連

盟の考え方や理念を広げていく機会でもあります。その

ためにも各サークルから多くのこ参加をいただき,学び

合うよき機会として実施していきたいと思います。また ,

教育美術展の奨励賞作品 |よ本部に保管され,貸 し出しを

しており,サークルや市町村図工美術協議会などの研修

活動に活用されています。これからも,日常実践指導の

糧として,ますます活用されますよう願つています。

13年度の全国大会 (本しl17)後 に,道連盟の研究実践交

流が広く深く行われていると,他都府県の方々から話を

聞くことができました。広域の北海道でありながら,『サ

ークルの連携と交流』のある理想の姿であることが伝わ

り大きな影響を与えているようです。教育現場の活動の

価値は,連携と交流の中にあることを提え,今まで以上

に認識し合いたいものです。

全道大会の開催地は,17年函館,18年本L幌 ,19年釧路 ,

20年石狩と平成20年まで決定しております。

全道5つのブロックでそれぞれ検討し決定さねるのです

が,開催希望サークリレが多いということも伺つております。

これは各サークルの日常実践の充実の賜物と言えましょう。

教育改革が語られ,新学習指導要領・学校週5日制など

が完全施行さ祖,多くの課題も生まれておりますが,全
道のサークルの連携をよリー層進め,求められる造形教

育をめざす所存です。
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達轟教育簿素1来|を憲臓161で|

1._「Jt海道|の1子|ど,も|の現状
―を―提え|る|た|め|の|ア|ン

|ケ下■よ|の繊暴かう●_|‐.■■‐■,■■■‐
昨年 ,全道各支部の協力を得て実施いたしました「北

海道の子どもの現状を提えるためのアンケー ト」では ,

私たちの予想とは大きく異なり
,

・予想以上に造形嫌いの子どもが増えてしヽる。

・学年が進むにつれて「思うようにできなしヽ」と感 じ

ている子供が増えてきている。

・「面lElだ」「やる気がしない」等 ,意欲や態度にか

かわる否定的な回答が目立つ。

・教師の実態として,造形教育で刺激 し伸ばす資質や

能力を4観点のみと捉え,造形教育が人間形成に寄与

する側面に意義を見い出してはしヽない。
・造形遊びで子供の資質や能力が伸びたと考えている

教師が少ない 。・ という側面が,見えてきました。

また ,現在造形教育を取り巻く現状も,「子供の遊び

の偏り」「基礎・基本の見直 し」「社会や保護者に対す

る説明責任の重要性」「時数の削減」等 ,大きな偏りが

あつたり,求められているものが多種多様であったりし

ているといえます。ですから,私たちは<今を生きる子

どもと造形活動のつながり>を深め,<子供の造形活動

の本質>を探り,同時に,<

つの扉>を 「題材や指導法

たる子どもの姿」「こねか

の向こうにこそ,造形教育

●研爽部長

正|ド1染■
～
舞信し|てtヽこ1達形教育|や |:

薇覇鷺鯛墨訃写驚撃

[[:[畔|  1 鰊

私たちは,ア ンケートに表タ

ながら,造形教育を柱とし厖

護者や地域や教師に提案し,多隧′

う子供の姿を生み ,造形教ミミ轟形蒻1審|ボ|ミ ミヽミκ 多

思いついた |」 と,思いを′聯
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一一一一一一一蟷一一一一̈ヽ一ヽ一̈一わ“一″″一“一́ かに感じ おもいをふくらませ あらわす喜びを
形教育～身体で感じ′感性を磨くための出会いを求めて～

会期 2004. 7。  28(7κ )

会場 旭川市立神楽中学校

情報化社会と言われるようになり,私たちの生活|よ ,部屋にいながらボタンーつで様々な情報を得られ

るようになりました。もちろん「美術的」な内容も多く,有名な作品の紹介,人物史だけにとどまらず ,

材料の使い方や用語の意味など,自分で体験し会得していたことが簡単に矢口識として身につけることがで

きるようになりました。大人が,それまでの経験とあわせながら接している,便利で有意義なこの情報世

界に,経験のない子供たちも自由に参加しているのも事実です。それ|よ ,体験せずとも「色」や「形」「さ

わり心地」など子供にとつて未知の情報が,あたかも自分の身体で感じたことのように,知識として身に

ついてしヽくという側面をもっています。

本来「生きる力」「豊かな心」というものは,このような間接的な体験から生まれるものでしょうか。

「木々を見て,多様な緑に気付き」「自由にゆれる車の動きから風の存在に驚き」 ,そ して 剛||に入つて

水の冷たさを知る」ことが本当の子供の力をのばす上で重要な経験です。そして,それらの経験があつて ,

言葉・概念での「冷たさ」や「緑」を理解し,そこから多種多様な発想が生まれてくるのだと思います。

自分の身体全体をセンサーにして感じることが,子供の感性を高める上で重要であり,「生きる力」や「豊

かな心」の育成にもつとも近い教科が,「図工美術科」なのです。

前述したように,子供の生活の中から,それらの体験やそのための場・時間が少なくなつてきているの

も事実です。体験の容易なものすら「言葉」からだけの発想で終わつてしまつたり,制作活動が中心にな

り気付き感じる場を子供にまかせてしまつたり,さ らには,大人の考えた方向へ導きすぎてしまったりと

いう,現状がなかつたと|よ言えません。

「生の造形教育」という言葉のもと,教師自ら原点に立ち戻り様々な素材や用具,身近すぎて忘れてい

たものや現象,子供たちのひらめきの声や第 1印象等を改めて見つめ直し,身体全体で感じ気付くことの

できる題材を模索しました。子供たちの実態の把握,表現活動の中での経験・体験の場の工夫,気付き感

じたことを自分自身の「新たな価値」として発見していく過程を重視しながら研究をすすめてきました。

「旭川大会への参カロを′お待ちしています」
第54回全道造形教育研究大会 旭川大会

運営委員長 及 川 輝 夫

旭川市には,石狩り|を始めたくさんの川と橋があります。中でも石狩川に架かる「旭橋」からの夕焼けと

大雪連峰は絶景です。旭川はまた「彫刻の街」でもあり,買い物公園をはじめ多くの公園や橋に彫刻が飾
られています。旭川大会で|よ 「豊かに感じ,おもいをふくらませ あらわす喜びを」を大会テーマに「生

(なま)の造形教育」の研究主題のもと,幼稚園～2授業,小学校～6授業,中学校～4授業の計]2の授

業を公開します。現在,部員を中心に日夜研究を重ねています。

皆さんを迎える会場の神楽中学校は,静かな住宅街にあります。近くに三浦綾子記念文学館と「氷点」
の舞台となつた見本林があります。大いに研究・議論を重ね,過去の大会に負けない熱い旭川の夏にした
いものです。各地から多くの皆さんの参加をいただき,こ指導を賜りたくこ案内申し上げます。



この過程こそが,―人一人の感性を磨くために大切な瞬間でありそしてプロセスと押さえたからです。
私たちは「表現」と「鑑賞」という大きな領域のなかで,「出合い」「対話」「感じる」を視点にして ,

これまで話し合いやプレ研を進めてきました。どうぞ,これまでの実践の成果としてのすべての領域,授
業をみていただき,こ指導こ鞭撻をいただければと思います。
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幼

稚

園

年
中
①

1

わくわくタイム

〈表 現〉

笠丼 聡枝

土丼 沙織
(旭川わかば幼稚園)

幼

稚

園

コ

幼

稚

園

佐藤 公文
(旭川 わかば幼)

古屋 栄隆
(10川 せつれい幼長)

目良佐都美
(旭川 めいほう幼 )

澤田石浩美
(旭川 大谷さくら幼 )

結柴左悦子
(旭川 大雪幼)年

長
②

1

どきどき・わいゎぃ
えのぐらんど

〈表 現〉

秋山 香奈

畠山貴美子
(旭川わかば幼稚園)

/」 ヽ

学

校

1

年
③

1

クモさんになつて

〈造形遊び〉

薄葉 郷子

(旭川市立末広小営校 )

表

現

|

2

つ曇
5裏

f

山□ 貴大
(当麻 当麻小 )

正部川恵智子
(旭川 高台」→

ヨ1地 俊夫
(東神楽 志Lヒ内小長)

渡辺 盛二
(旭川 正禾D小頭 )

丼山 和博
(当麻 当麻中)

宮崎真理子
(旭川 春光小 )

澤田 克之
(富長野 富良野束中)

高橋香奈子
(旭川 末広北小)

1

2
年
④

，

ｃ

アレレ
いしをつみあげていくと

〈造形遊び〉

佐藤 仁彦

(上富良郷町立江幌小単校)

5
年
⑤

1

ブラックライトの世界

〈造形遊び〉

澁谷 幹子

(旭川市立旭川小掌校 )

33 幸田 尚子
(沼田 沼田小)

村住 久恵
(旭川 北鎮」つ

枝広 健二
(岩見沢 緑中長)

力0藤  隆
(旭り|1 永山小頭 )

中澤 孝仁
(滝川 東小 )

横 川 香 代 子

(旭川 近文Jり

熊本有未代
(赤平 赤平中)

豊巻 絹子
(旭川 東光小 )2

年
⑥

1

あそびにおいでよ
わたしの島ヘ

〈つくりたいものをつくる〉

児玉恵美子

(旭川市立朝日小営校 )

表

現

||

3
年
⑦

2
どこでもドアを

開いてみると…

(つ くりたいものをつくる〉

大山みのり

(旭川市立陵雲小学校 )

4

中
学
校
表
現

向丼 正樹
(札幌 あいの里東中)

西岡 裕英
(lll属 旭川中 )

寺嶋 文憲
(札幌 東米里中長)

坂5 潤治
(旭川 北門中長 )

石川 早苗
(札幌 宮のEE中 )

中島 圭介
(旭川 東光中 )

阿部 時彦
(札幌 ′ヽ軒中)

畠山  勝
(旭川 神居東Φ)6

年
③

2
あさひかわ彫亥」散歩

(鑑 賞 )

泉  大吾

(教育大附属旭川小学校 )

中

学

校

η
年
⑨

1

木が語りかけるもの

〈工 芸〉

大坪 卓司

(旭川市立神楽Cp学校 )

表

現

5

中
学
校
鑑
賞

佐々木善憲
(附属函館中 )

成 田  慎 司

(旭川 緑が丘中)

中村 吉秀
(函館 北中頭)

川合  薫
(旭川 桜岡中頭 )

赤坂 巖男
(鹿部 鹿都中 )

平 野  雅 拡

(旭川 雨紛ф )

佐々木斗1-
(函館 的場中)

伊藤 賢二
(旭川 広陵中)2

年
⑩

2
水の流れを視る

〈デザイン〉

藤丼真規子

(旭川市立緑が丘中学校 )

2
年
①

1

変容する版の魅力

(コラグラフ )

〈絵 画〉

渡邊 万紀

(旭川市立東明中学校 )

6

校

西田 武文
(旭川藤女子高)

佐藤 佳人
(lLQり |1工業高 )

齋藤 健昭
(旭川東高 )

宮崎 不D夫
(旭川東栄高 )

Ш□ 幸彦
(旭川南高 )

水元 夕佳
(旭 ,日し高 )

工藤  亨
(旭川西高)

寺腰 精司
(旭川凌雲高 )2

年
⑫

９
一

共有するまなざし

(鑑 昌 〉

圧子 展弘

(旭川市立春光台中学校 )

鑑
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多死髪た|ぶ1移籍1党1然意ヽます。

個々の作品に対して,見方や考え方が出され ,真貪1に

じつくりと検討される審査会。模擬審査での考えや基

準などが,実際の作品に対して生かされている。
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骰鰤贄篭おぎ蟄愴鐸れ
とに時間をかけ検討される



応募要綱概要
後日,要綱発送ですが
します。

,準備の都合を考え概要をいち早 くお知 らせ

です。   ミニ||

保育園・幼稚園 。小単校・中学校に在籍する園児および児童 |ヾ

絵画′版画′デザイン等の作品とし′学校

大きさは4切 り。4つ切り以下の作品は′
については′8つ切り大の台紙も可)

1人 1点の出品とする。

作品の裏に応募票を貼る。 (応募票をコピーして使用)

応募総数を学年別出品一覧表にまとめて添付する。
作品は単年ことに重ね′一つにまとめて′おもでに「教育

濾:瞥′警後讐

小5 蒻1丸ミヽ
庭の片隅さ気濠き濠ヽ1維1緩

掲載作品は第301可 奨励作品です。

小 4 小林 奈津美 「ピア ノ発表会」

ていねいな彫りが美しい白黒画面にな
りました。刷り方もしっかりしています。

〒063-0844
札幌市西区八軒4条 1丁目

札幌市立八軒小学校

北海道教育美術展係宛

主催 北海道造形教育連盟

北海道新聞社

北海道教育委員会

さつぽろ東急百貨店

睡國樹会社サリラワリ(ス

問い合わせ先

援

賛

後

協
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・平成16年 12月 13日 (日 )春で
期日厳守のここ

中2 佐藤 貴丸 「我が校のバスケ部応援団」

心配そうなベンチと大声をあげて応援
する姿が対照的でその場の雰囲気が伝
わつてきます。

絵画 。デザイン等で様々の材料での表現が見 られますが ,

展示・保管上次の規定をお守 りください。

*積み重ねて もつぶれない,か さばらない

*接着が強回ではがれない

*画鋲で展示が可能な重量

札幌市立月寒小学校  池田 武彦
丁EL 011-851-9383 FAX 011-851-2358
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石狩造形教育連盟「粛々と着実に」

石狩市立花りIJヒ中学校 墓 田 充 泰

石狩には研究組織として「石狩教育研究会」が

あり,ほんとんどの教職員が加入し,教科研究や

課題別の研究について,各市町村の実践を基に研

究交流をしています。しかし,これらの活動は
,

教職員や学校内の範囲での研究活動が中心で,一
般の人の目に触れることはありません。従つて

,

我が石狩造形教育連盟としては,石狩管内の美術

教育の現状を広く地域・保護者に理解してもらう

ことを目的とし,教職員の研修活動,そ して全道

美術展への協力に主眼をおいて活動しています。

会員のほとんどが「石教研図工美術部会」の会員

であり,「石造連と二足の草軽」を履いての活動

となっています。

メインの活動は「石狩管内教育美術展」の開催

です。期間中は,家族連れで鑑賞に来て ,記念写

真を撮つたり,お爺ちゃんお婆ちゃんが孫の作品

を見に来たり,通 りがかりの高校生や買い物帰 り

のお母さん ,通勤 通学途中の人たちなど ,毎回

約800名近くが訪れています。この活動も定着し,

開催を楽しみにしてくれている人が大勢います。

会員一人一人が ,子供の感性を豊かにするとと

もに ,家族の笑顔の見える活動をめざして ,これ

からも着実に歩み続けていきたいと考えています。

苫小牧市教育研究会造形部会の活動

宮 下 肇 彰
(苫小牧市立拓勇小)

造形部会は『つくり出す喜びを味わい,自 由な倉」造のあ

る授業をめざして』というテーマのもと,市教研の年6回の

部会 (5,7,9,10,11,12月 )の場を中心に,69名
の部会員で活動を進めています。

具体的な活動としては,日 常の実践活動に役立つような

内容で,絵画・工芸・粘土などの実技講習を開き,実際に

作品作りに取り組むことによって得られる知識や技術の向

上を図つています。また,レポー トや作品を使つて,理論

研究や実践交流を行い,各校の取り組みについて交流を深

めてきています。

今後の活動では,よ りよい授業作りを目指して,小中の

研究授業に取り組み,研究を深めていく予定です。

また,定例の部会とは別に,地域企画展である『紙フェ

スティバル』 (9月 12日 )への参加や,教育美術展 (10
月29日～31日 )の開催を通し,造形活動の更なる広がり

と活発化に努力していきたいと思つています。

帯広市教育研究会 図工・美術部会
「造形活動の発信基地をめざして」

帯広市立第一中学校 澤  田  1圭  子

ここ数年の図工・美術の授業時数削減など,教育活動における

造形教育が危機的状況にある中,「豊かな感性をはぐくむ造形

教育」を研究主題とし,授業研究・作品交流・実技研修・美術

館鑑賞・造形展を軸にして活動している。

70名 を超える部会員のほとんどが指導上の悩みを抱えた先

生方であり,年 3回の作品交流会は,興味深い実践や試行錯誤

の状況など,本音が飛び交う熱い交流会となっている。

毎回,・おみやげ・ (図工・美術に関する様々な情報)が得られ
,

造形活動を媒体として先生方のコミュニケーシ∃ンの輪が広が

つていく。指導者の専門性や個々の感性を問われる教科だけに ,

図工・美術部会の担う役害」は大きい。

心の豊かさが求められる現代において,子供たちの感性をは

ぐくみ,図工・美術活動の大を消すまいと日々情熱を傾けて指

導されている先生方の期待に応えるよう,常に新鮮な情報をキ

ャッチし,小・中の垣根を越えて気軽に語り合い,学び合える

環境設定が重要と考える。さらに,・造形活動の発信基地・として ,

小中合同造形展の開催を通じて,保護者だけでなく地域・社会

に向けて,造形活動の重要性を強くアピールしていきたい。

第 118号をお届けしました。お忙しい中,原稿をお寄せくださつた皆様に厚くお礼申し上げます。第 115号から始め

た「地区サークル近況だより」は,まだ 1年ほどですが,紙面を通しての情報交流として利用いただけるようになりま

した。各地で現在取り組んでいる活動はじめ,授業づくりへの疑問なども年齢を問わず掲載したいと考えます。今後も

どしどしお寄せいただきたいと思います。また,造形連盟広報へのこ意見 。こ希望もお寄せください。

造形教育連盟広報部  (中山龍男,三井 哲,山室ゆかり,冨波 修,東 尚典,平丼 歩,松本和彦,伊藤聡美,加藤正幸)


